選擇集の宗教的意義（昇格記念號） by 千賀, 眞順
=
一
選
擇
集
の
宗
歡
的
意
義
千
賀
眞
順
一
選
擇
集
は
「
淨
土
宗
の
奥
義
な
り
」
、
(選
鐸
之
傳
」
淨
全
八
、
68
)
と
相
傳
さ
れ
、
歡
判
、
宗
旨
、
信
行
、
安
心
、
依
師
の
五
大
要
件
を
完
備
せ
る
、
さ
す
が
に
「
智
惠
第
}
法
然
房
」
の
眞
面
目
が
見
ら
れ
る
。
宗
義
の
組
織
的
体
系
の
完
壁
な
こ
と
本
書
を
措
い
て
は
他
に
求
め
ら
れ
な
い
。
實
に
一
代
佛
歡
の
宗
歡
と
し
て
の
精
要
を
蠱
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
書
の
絡
末
に
「
然
る
に
今
圖
ら
ざ
り
き
、
仰
を
蒙
り
て
辭
謝
す
る
に
他
な
し
、
仍
つ
て
今
な
ま
じ
い
に
念
佛
の
要
丈
を
集
め
、
剩
へ
、
念
佛
の
要
爻
を
述
ぶ
、
唯
命
旨
を
顧
み
て
不
敏
を
顧
み
す
」
と
あ
る
如
.く
、
藤
原
象
實
の
請
願
に
基
く
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
内
容
、
体
裁
等
よ
り
推
知
し
て
未
來
傳
通
の
念
願
あ
り
し
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
。
ヒ
の
末
代
傳
通
の
意
義
を
持
つ
た
淨
土
宗
の
根
本
寶
典
た
る
選
擇
集
が
文
集
の
撰
逋
形
式
を
取
つ
て
ゐ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
文
集
の
撰
述
形
式
は
、
自
己
の
數
養
判
斷
に
よ
つ
て
自
由
に
論
議
す
る
攤
述
よ
り
數
倍
の
歡
養
に
努
力
を
要
す
る
場
合
が
多
い
。
智
慧
第
一
入
者
の
法
然
上
入
の
選
擇
集
の
場
合
特
に
こ
の
感
深
い
も
の
が
あ
る
。
思
ふ
に
道
綽
禪
師
の
安
樂
集
を
初
め
淨
土
系
諸
師
は
擧
つ
で
集
、
丈
類
の
文
集
の
撰
述
形
式
を
取
つ
て
ゐ
る
。
曇
鸞
法
師
の
論
註
、
善
導
大
師
の
觀
經
疏
の
如
く
特
定
の
經
論
の
場
合
も
文
集
の
饗
蓮
形
式
に
概
括
さ
れ
る
か
ら
、
淨
土
祺
師
の
撰
述
に
は
一
貫
す
る
特
色
、
即
ち
佛
ヘ
ノ
歡
の
宗
歡
的
展
開
に
よ
る
淨
土
歡
の
「
唯
信
佛
語
」
の
凡
夫
性
が
發
揮
さ
れ
て
ゐ
る
。
類
型
的
宗
興
た
る
安
樂
集
は
、
無
量
壽
經
、
觀
經
、
小
經
、
智
度
論
、
往
生
論
」
論
註
等
、
經
典
十
四
部
、
律
一
部
、
論
八
部
、
釋
三
部
等
總
じ
て
五
十
六
部
の
多
き
丈
集
で
あ
る
か
ら
禪
師
の
該
博
な
る
佛
教
の
數
養
が
窺
は
れ
る
。
同
時
に
開
卷
第
一
に
「
此
の
安
樂
集
一
部
の
内
に
總
じ
て
十
二
の
大
門
あ
り
、
經
論
を
引
い
て
證
明
し
楓
・鋲
歡
砿
往
数
求
猷
」
翫
」
。
(淨
全
N
、
餾
)
と
あ
る
如
く
所
謂
勸
信
求
往
の
た
め
の
丈
集
で
あ
る
宗
歡
的
意
義
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
慧
心
僭
都
の
往
生
要
集
の
開
卷
に
は
「夫
れ
往
生
極
樂
の
教
行
は
濁
世
末
代
の
目
足
な
り
、
乃
垂
予
が
如
き
頑
魯
の
者
到
底
入
り
得
な
い
、故
に
へ
り
も
も
ヘ
ヘ
へ
ぬ
へ
覺
り
易
く
行
じ
易
い
念
佛
の
一
門
に
據
つ
て
、
い
さ
瓦
か
經
論
の
要
丈
を
集
め
る
」。
.
(
淨
全
+
五
、
37
)
と
あ
る
如
く
淨
土
要
文
を
選
集
し
て
念
佛
を
勸
論
し
、
更
に
本
書
第
八
念
佛
證
據
に
占
察
經
、
大
經
、
觀
經
、
小
經
、
般
舟
三
昧
經
、
鼓
費
聲
經
、
往
生
論
、
安
樂
集
、
觀
經
　
疏
、
群
疑
論
等
を
引
證
し
て
(同
上
、
彊
)
西
方
往
生
を
勸
め
て
ゐ
る
。
佛
道
の
學
行
は
限
り
な
く
追
求
す
べ
き
も
の
で
「
法
門
無
盡
誓
願
知
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
併
し
學
問
は
救
済
の
道
で
な
く
、
學
行
を
超
え
て
信
行
す
べ
き
佛
教
の
宗
教
的
自
覺
を
歡
誠
さ
れ
て
ゐ
る
。
宗
歡
的
自
覺
に
ょ
り
信
仰
の
道
に
入
り
無
上
道
を
學
ば
ん
と
す
る
も
の
は
い
た
す
ら
に
分
別
心
を
と
ぎ
す
ま
し
て
こ
れ
に
鏡
く
な
る
よ
9
、
む
レ
ろ
愚
痴
に
か
え
り
一
文
不
知
の
と
も
が
ら
と
身
を
等
し
く
す
る
唯
信
佛
祷
の
立
場
に
立
つ
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
擇
集
の
宗
教
的
意
義
を
こ
の
觀
点
に
立
つ
て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
更
に
道
綽
、
善
導
、
慧
心
等
の
大
先
達
す
ら
成
す
能
は
な
か
つ
た
淨
土
教
獨
立
の
礎
石
を
確
立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
本
書
は
注
目
す
べ
き
宗
歡
的
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。
二
文
集
と
し
て
本
書
に
は
十
經
の
引
文
、
二
十
二
の
經
名
、
一
論
の
引
文
、
五
種
の
論
名
、
十
七
の
疏
釋
の
81
丈
、
一
種
の
疏
名
を
引
證
さ
れ
、
「
智
慧
第
一
」
の
該
博
な
る
歡
養
が
窺
は
れ
る
。
然
し
正
し
く
淨
土
宗
義
の
典
據
と
し
て
特
に
奪
重
し
引
證
さ
れ
た
も
の
は
三
經
と
善
導
大
師
の
四
部
八
卷
(般
舟
讃
一
卷
、當
時
散
佚
)
で
あ
る
。
即
ち
第
一
章
安
樂
集
、
第
二
章
散
善
義
、
往
生
禮
讃
、
第
三
章
大
經
、
觀
念
法
門
、
往
生
禮
讃
、
第
四
章
大
經
、
第
五
章
大
經
、
往
生
禮
讚
、
第
六
章
大
經
、
第
七
章
觀
經
、
定
善
義
、
觀
念
法
門
、
第
八
章
觀
經
、
散
善
義
、
往
生
禮
讃
、
第
九
章
往
生
禮
讚
、
第
十
章
觀
經
、散
善
義
、
第
十
一
章
觀
經
、
散
善
義
、
第
十
二
章
觀
經
、
散
善
義
、
第
十
三
章
阿
彌
陀
經
、
散
善
義
、
第
十
四
章
阿
彌
陀
經
、
觀
念
法
門
、
往
生
禮
讃
、
散
善
義
、
法
事
讚
、
五
會
法
事
護
、
第
十
五
章
阿
彌
陀
經
、
・觀
念
法
門
、
柱
生
選
揮
集
の
宗
敦
的
屯
意
義
1
dti
一
四
禮
謎
、
第
十
六
章
阿
彌
陀
經
、
法
事
讃
で
あ
る
。
記
主
良
忠
上
人
が
東
宗
要
第
三
に
「
十
六
章
の
大
綱
を
案
す
る
に
、
廣
く
三
經
の
明
文
に
就
て
當
分
淨
土
の
眞
實
を
制
・ず
る
」
。
(淨
全
+
『
52
)
と
仰
が
れ
た
が
、
こ
の
場
合
三
經
の
眞
實
を
領
受
開
顯
せ
る
道
綽
善
導
兩
先
徳
に
指
示
を
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
(往
生
大
要
抄
、全
集
67
)
何
故
聖
道
を
さ
し
を
い
て
淨
土
の
一
門
に
依
ら
れ
る
か
。
こ
の
課
題
を
解
く
に
は
聖
道
淨
土
ご
門
の
租
師
に
根
本
的
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
佛
歡
史
家
は
教
理
發
展
の
推
移
を
論
す
る
場
合
、
そ
の
動
機
を
看
過
し
が
ち
で
あ
る
。
思
ふ
に
釋
奪
の
人
格
に
満
足
せ
る
初
期
の
小
乘
歡
徒
は
簡
單
な
卑
近
な
歡
読
に
悦
服
し
た
が
、
自
由
な
理
想
家
は
大
乘
教
と
し
て
教
組
の
教
義
を
哲
學
的
論
理
的
に
裝
飾
し
、
そ
の
大
乘
聖
道
の
歸
結
が
釋
尊
を
超
え
た
淨
土
教
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ち
れ
、
龍
樹
の
十
佳
論
、
天
親
の
往
生
論
、
馬
鳴
の
起
信
論
を
生
み
出
し
た
。
併
し
多
く
の
大
乘
の
聖
道
諸
師
は
却
つ
て
歡
權
的
な
る
小
乘
歡
に
歸
ら
う
と
し
で
ゐ
る
。
即
ち
「
聖
道
の
修
業
は
智
慧
を
き
わ
め
て
生
死
を
離
れ
る
」
(勅
傳
四
+
蕊
)
佛
道
と
な
り
、
佛
の
深
き
大
悲
の
申
に
生
き
て
ゐ
る
衆
生
が
自
己
の
有
限
な
知
性
の
は
か
ら
ぴ
に
ょ
つ
て
、
そ
こ
か
ら
眼
を
そ
む
け
て
自
己
を
絶
對
化
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
超
え
て
釋
愈
の
自
證
の
体
驗
が
本
願
で
あ
り
、
從
つ
て
一
代
教
法
は
こ
の
自
證
の
法
を
読
か
れ
た
。
淨
土
教
は
釋
蓴
を
超
え
た
彌
陀
申
心
の
佛
歡
と
な
り
、
こ
の
信
念
を
決
定
し
こ
れ
を
明
に
表
白
さ
れ
た
の
が
淨
土
歡
祺
師
で
あ
る
。
選
擇
集
に
は
淨
土
歡
獨
特
の
教
判
で
あ
る
安
樂
集
の
聖
道
淨
土
の
二
門
鋼
を
依
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
道
綽
禪
師
は
曇
鸞
大
師
を
繼
承
し
つ
ム
、
鸞
師
が
無
佛
の
時
と
言
は
れ
た
の
を
末
法
々
滅
と
痛
感
し
て
新
な
る
体
驗
と
さ
れ
た
。
即
ち
釋
尊
の
時
代
を
去
る
こ
と
遠
く
、
入
の
理
解
力
乏
し
き
今
日
、
歡
理
深
遠
な
る
聖
道
門
は
證
し
難
し
と
し
、
-
た
父
淨
土
の
一
門
の
み
が
、
吾
等
の
通
入
す
べ
き
道
で
あ
る
と
斷
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
人
聞
の
機
即
ち
人
間
の
素
質
能
力
に
相
應
す
る
教
法
が
淨
土
の
歡
法
と
確
信
さ
れ
た
以
上
、
自
分
の
判
斷
分
別
に
よ
る
こ
と
を
否
定
し
、
唯
だ
佛
読
井
に
聖
者
の
指
南
を
仰
ぐ
宗
數
的
自
覺
か
ら
安
樂
集
が
丈
集
撰
蓮
さ
れ
て
ゐ
る
。
,
善
導
大
師
は
鸞
綽
二
師
を
阻
述
し
三
經
、
特
に
觀
經
を
身
證
し
、
人
間
の
機
即
ち
素
質
能
力
に
就
て
自
己
を
反
省
内
觀
さ
れ
た
。
行
者
の
最
初
に
し
て
最
大
の
な
や
み
は
棄
つ
べ
き
筈
の
自
己
の
棄
て
ら
れ
な
い
苦
惱
で
あ
る
。
そ
こ
に
人
間
の
根
本
惡
、
罪
業
が
あ
る
。
即
ち
「
扉
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
つ
ね
に
沒
し
つ
ね
に
流
轉
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
し
(散
善
義
淨
全
二
、
56
)
と
は
自
、分
自
身
で
あ
る
。
か
曳
る
導
師
の
内
觀
よ
り
地
上
の
相
對
有
限
を
超
え
て
彼
岸
淨
土
を
願
生
せ
す
に
ゐ
ら
れ
な
い
本
願
念
佛
の
体
驗
が
あ
つ
た
。
善
導
大
師
が
大
經
に
よ
つ
て
彌
陀
の
本
願
を
体
驗
さ
れ
た
こ
と
は
彌
陀
義
の
著
作
あ
り
し
こ
と
で
十
分
推
知
さ
れ
る
が
、
觀
經
に
よ
つ
て
凡
愚
の
救
済
を
自
己
に
即
し
て
体
驗
身
證
さ
れ
、
小
經
に
よ
つ
て
諸
佛
の
證
勸
あ
る
に
・よ
つ
て
確
信
を
深
め
ら
れ
た
、
こ
の
三
經
に
よ
つ
て
淨
土
の
勲
読
を
確
信
し
、
「
深
心
と
い
ふ
は
、
仰
蓉
願
く
ば
一
切
の
行
者
等
、
一
心
に
喰
だ
佛
語
を
信
じ
て
身
命
を
顧
み
す
、
決
定
し
て
依
行
せ
よ
、
佛
の
捨
て
し
め
た
ま
ふ
を
ば
即
ち
捨
て
、
佛
の
行
ぜ
し
め
た
ま
ふ
を
ぱ
即
ち
行
じ
、
佛
の
去
ら
し
め
た
ま
ふ
と
こ
ろ
を
即
ち
去
れ
。
こ
れ
を
佛
歡
に
隨
順
し
佛
願
に
隨
順
し
、
佛
意
に
隨
順
す
と
名
づ
け
眞
の
佛
弟
子
と
名
づ
く
し
(散
善
義
淨
全
二
、
56
)
と
言
ひ
て
正
雜
批
剣
さ
れ
て
ゐ
る
。
正
行
は
專
ら
三
經
を
讀
誦
し
、
意
識
、
言
語
、
行
爲
の
全
て
を
彌
陀
と
淨
土
と
に
集
注
し
、
更
に
正
定
の
業
及
び
助
業
と
す
る
。
「
一
心
に
專
ら
彌
陀
の
名
号
を
念
じ
、
行
住
坐
臥
、
時
節
の
久
近
を
問
は
す
念
々
に
捨
て
ざ
る
も
の
」
邸
ち
間
斷
な
き
稱
名
が
正
定
の
行
で
、
讀
誦
、
臥觀
察
、
禮
拜
、
讚
嘆
、
供
養
そ
の
他
は
助
業
と
な
す
。
こ
の
正
定
、
助
の
二
業
以
外
の
諸
善
は
、
悉
く
慢
心
と
名
利
の
.
念
を
離
れ
得
ぬ
雜
行
で
あ
つ
て
、
正
行
の
者
が
「
彼
の
佛
の
願
に
順
す
る
が
故
に
」
、
百
人
が
百
人
ま
で
必
す
往
生
す
る
に
對
し
て
、
百
千
の
中
稀
に
一
入
五
人
が
往
生
す
⑤
に
過
響
な
い
。
こ
の
念
佛
の
佛
道
は
散
善
義
に
「
僑
慢
と
弊
と
懈
怠
と
は
も
つ
て
此
の
法
を
信
じ
難
し
」
と
あ
り
、
相
傳
の
ロ
决
に
も
「信
心
、
卑
下
、
他
力
、
精
進
」
と
あ
り
、
更
に
一
枚
起
講
丈
に
も
「
念
佛
を
信
ぜ
ん
人
は
た
と
ひ
、
一
代
の
法
を
よ
く
く
學
す
と
も
(す
て
丶
)
一
夊
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
、
尼
入
道
の
無
智
の
と
も
が
ら
に
同
じ
う
し
て
、
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
す
し
て
唯
一
向
に
念
佛
す
べ
し
」
と
誠
め
ら
れ
る
如
く
、
あ
く
ま
で
宗
歡
的
自
覺
に
を
い
て
の
み
可
能
な
る
を
強
調
さ
れ
て
ゐ
る
。
布
施
、
持
戒
、
孝
行
、
師
長
に
奉
事
す
る
な
ど
通
俗
の
奪
ぶ
徳
目
が
多
い
が
限
ら
れ
た
入
の
み
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
彌
陀
の
名
号
は
、
佛
の
無
量
の
萬
徳
の
歸
す
る
と
ζ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
稱
す
る
功
徳
は
勝
れ
て
ゐ
る
。
而
も
誰
に
も
行
ひ
易
い
か
ら
一
切
衆
生
を
平
等
に
往
生
さ
せ
る
大
善
根
で
あ
る
。
本
書
に
選
擇
集
の
宗
敬
的
意
畿
一
五
一云
ハ
「
若
し
夫
れ
像
を
造
り
塔
を
起
す
を
以
て
本
願
と
し
た
ま
は
ば
、
す
激
は
ち
貧
窮
困
乏
の
類
は
、
定
め
て
往
生
の
望
は
絶
た
ん
。
然
る
に
富
貴
の
者
広
少
く
、
貧
賤
の
者
は
甚
だ
多
し
。
若
し
智
慧
高
才
を
以
て
本
願
と
し
た
ま
は
ぱ
、
則
ち
愚
鈍
下
智
の
者
は
、
定
め
て
往
生
の
筌
.
を
絶
た
ん
。
然
る
に
智
慧
あ
る
者
は
少
く
、
愚
痴
な
る
者
は
甚
だ
多
し
、
若
し
多
聞
多
見
を
以
て
本
願
と
し
た
ま
は
ば
、
則
ち
少
聞
少
見
の
輩
は
、
定
め
て
往
生
の
望
を
繦
苑
ん
。
然
る
に
多
聞
の
潜
は
少
く
、
少
聞
の
者
は
甚
だ
多
し
、
若
し
持
戒
持
律
を
以
て
本
願
と
し
た
ま
は
ば
、
則
ち
破
戒
無
戒
の
入
は
、
定
め
て
往
生
の
望
を
維
た
ん
。
然
る
に
持
戒
の
人
は
少
く
、
破
戒
の
者
は
甚
だ
多
し
。
自
餘
の
諸
行
こ
れ
に
準
じ
て
知
る
べ
し
。
」
稱
名
念
佛
を
選
擇
し
て
本
願
と
さ
れ
た
の
は
正
に
こ
の
た
め
で
あ
る
。
「
佛
道
修
行
は
よ
く
く
身
を
は
か
り
時
を
は
か
る
ぺ
き
な
り
」
ハ念
佛
大
意
)
と
耆
ひ
「
悲
し
き
か
な
や
、
善
心
は
年
々
に
隨
ふ
て
薄
く
な
り
、
惡
心
は
日
々
に
從
つ
て
い
よ
く
ま
さ
る
、
さ
れ
ば
人
の
言
へ
る
こ
と
あ
り
、
煩
惱
は
身
に
添
へ
る
影
、
去
ら
ん
と
す
れ
ど
も
去
ら
・ず
、
菩
提
は
水
に
浮
べ
る
月
、
取
ら
ん
と
す
れ
ど
も
取
ら
れ
・ず
」
(念
佛
往
生
要
義
抄
)
の
深
き
罪
業
に
悲
泣
し
「
一
心
專
念
」
の
文
に
よ
わ
・
「
予
が
如
き
下
機
の
者
が
念
佛
の
本
願
に
よ
つ
て
救
は
る
」
と
感
激
し
感
泣
さ
れ
て
ゐ
る
。
觀
經
に
も
善
導
の
釋
に
も
至
誠
心
(眞
實
心
)
深
心
(
深
信
)
囘
向
發
願
心
.
(
願
生
心
)
の
三
心
、
恭
敬
、
無
、
餘
、
無
間
、
長
時
の
四
修
作
業
は
一
向
な
る
歸
依
、
一
向
な
る
集
中
の
意
味
で
「
源
室
の
眼
に
は
三
心
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、
五
念
も
南
無
阿
彌
陀
佛
、
四
修
も
南
無
阿
彌
陀
佛
な
り
」
。
と
言
ふ
て
己
の
深
き
罪
業
と
こ
れ
を
救
ふ
佛
の
約
束
と
を
ひ
た
す
ら
信
す
る
念
佛
で
、
こ
の
衆
生
の
罪
業
に
佛
の
大
悲
と
の
み
を
殘
し
佛
と
衆
生
の
間
の
一
切
の
介
在
物
を
除
去
し
蠱
さ
れ
た
こ
と
は
選
擇
集
に
見
え
る
注
目
す
ぺ
き
宗
教
的
意
義
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
佛
歡
々
理
の
推
移
す
る
動
機
を
課
題
す
る
と
き
當
然
の
歸
結
で
あ
る
と
共
に
、
宗
教
信
仰
の
本
質
を
顯
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
灣
擇
集
の
撰
述
は
日
本
佛
歡
史
上
の
重
大
事
件
で
あ
つ
た
。
さ
れ
ば
毘
沙
門
堂
明
禪
が
述
懷
抄
に
气本
書
を
評
し
て
「
一
遍
は
な
に
と
も
お
も
ひ
わ
く
か
た
な
く
見
を
は
り
ぬ
。
二
遍
に
は
偏
執
の
と
が
ま
ね
く
ら
ん
と
お
も
ひ
て
見
を
は
り
ぬ
。
第
三
遍
よ
レ
は
深
旨
あ
り
と
見
な
し
て
四
五
遍
こ
れ
を
見
る
に
信
を
ま
し
て
疑
な
し
」
と
評
し
て
ゐ
る
が
、
ま
こ
と
に
い
み
じ
き
言
葉
で
本
書
の
眞
價
を
發
揮
せ
る
も
の
と
言
お
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
南
無
阿
彌
陀
佛
、
往
生
之
業
念
佛
爲
先
の
念
佛
は
無
限
に
し
て
相
對
的
な
我
々
が
自
己
の
存
在
の
根
底
と
し
て
絶
樹
的
の
關
係
に
あ
る
如
來
の
入
格
に
光
攝
さ
れ
て
ゐ
る
自
覺
で
あ
り
、
そ
の
如
來
に
直
接
渇
仰
給
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
念
佛
信
仰
は
決
斷
を
以
て
己
を
す
て
玉
佛
の
慈
懐
に
と
び
こ
む
ご
遇
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
d
「
一
丈
の
堀
を
こ
え
ん
に
は
一
丈
五
尺
⑳
堀
を
こ
え
ん
乏
は
げ
む
ぺ
し
、往
生
を
期
せ
ん
人
は
サ
決
定
の
信
を
と
り
て
あ
ひ
は
げ
む
べ
き
な
り
」
(
物
語
集
)
と
言
は
れ
る
決
信
が
肝
要
で
相
對
に
明
げ
暮
れ
る
單
な
る
現
實
肯
定
に
は
大
經
、
小
經
に
誠
え
ら
る
玉
難
信
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
有
限
の
自
己
が
如
來
そ
の
も
の
の
攝
取
不
捨
の
本
願
大
悲
の
中
に
新
な
る
永
生
的
生
命
を
與
へ
ら
れ
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
併
し
念
佛
弑
大
悲
を
唯
だ
吸
牧
す
る
こ
と
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
佛
の
大
悲
誓
願
は
我
等
念
佛
者
の
念
願
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
大
悲
誓
願
が
成
就
さ
れ
る
。
「葦
し
げ
き
池
に
十
五
夜
の
且
の
や
ど
り
た
る
ば
よ
そ
に
て
は
、
月
や
ど
り
た
り
と
も
見
え
ね
ど
も
、
よ
く
く
た
ち
よ
り
見
れ
ば
葦
問
を
わ
け
て
や
ど
る
な
り
9
妄
念
の
葦
は
し
げ
け
れ
ど
も
三
心
の
月
は
や
ど
る
な
り
」
(諸
人
勸
化
の
詞
)
と
あ
り
、
妄
念
の
ま
エ
「
煩
惱
の
う
す
き
あ
つ
き
も
顧
み
・ず
、
罪
障
の
軽
き
重
き
を
も
沙
汰
せ
す
、
唯
だ
口
に
南
無
阿
彌
陀
佛
と
唱
へ
て
、
聲
に
つ
き
て
決
定
往
生
の
お
も
ひ
な
す
べ
し
」
(大
胡
淌
息
)
で
聲
は
人
格
で
あ
'
り
、
聲
に
促
さ
れ
て
信
仰
を
培
養
し
て
、
現
實
の
ま
蕊
御
宮
つ
か
ひ
の
行
願
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
如
來
の
悲
願
に
目
覺
め
て
「願
共
諸
衆
生
往
生
樂
國
」
の
念
願
こ
そ
選
擇
集
の
宗
暾
的
地
上
的
意
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
㎜碌
集
の
宗
教
的
意
義
一
七
